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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年5月17日(2012.5.17)

【公開番号】特開2011-175096(P2011-175096A)
【公開日】平成23年9月8日(2011.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-036
【出願番号】特願2010-39108(P2010-39108)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1343  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５２５　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｇ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｑ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月26日(2012.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様の液晶表示装置は、互いに隣接する
２列の複数の画素電極の間に信号線が配置され、前記複数の画素電極と対向するコモン電
極を有し、前記複数の画素電極と前記コモン電極との間に液晶が介在する、液晶表示装置
であって、前記信号線は、前記２列の複数の画素電極のひとつの行において、前記信号線
を挟んで一方側の第１の画素電極と薄膜トランジスタを介して接続され、前記２列の複数
の画素電極の他のひとつの行において、前記信号線を挟んで他方側の第２の画素電極と薄
膜トランジスタを介して接続され、前記信号線と接続されている複数の画素電極は、前記
第１の画素電極と前記第２の画素電極とのうちの少なくとも一方が所定の領域で、前記信
号線に沿うように複数連続配置されている、ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の第２の態様の液晶表示装置は、互いに隣接する
２つの信号線の間に複数の画素電極が前記信号線に沿うように配列され、前記複数の画素
電極と対向するコモン電極を有し、前記複数の画素電極と前記コモン電極との間に液晶が
介在する、液晶表示装置であって、前記複数の画素電極は、前記２つの信号線のうちの一
方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第１の画素電極と、前記２つの信号線
のうちの他方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第２の画素電極と、を有し
、前記第１の画素電極と前記第２の画素電極とのうちの少なくとも一方が所定の領域で、
前記信号線に沿うように複数連続配置され、前記コモン電極に印加される電圧に対する前
記画素電極に印加される電圧の大小関係である極性が、前記複数の画素電極の１画素電極
毎に反転している、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　走査信号印加手段としての機能を有する走査ドライバ２００は、シフトレジスタ等を備
えて構成され、表示パネル１００の走査線Ｇ（ｉ）に走査信号を順次印加する。この走査
ドライバ２００は、図示しない制御部から垂直同期信号Ｖｓが入力される毎に、ｍ本の走
査線への走査信号の印加を開始する。この際、走査ドライバ２００は、図示しない制御部
から水平制御信号Ｈｓを受ける毎に、１行分のＴＦＴをオンするための走査信号をゲート
オフレベルからゲートオンレベルに切り替える。これにより、この１行分のＴＦＴに接続
された表示画素Ｐｉｘが選択状態となる。ここで、垂直制御信号Ｖｓは、表示パネル１０
０の１画面分の表示を行うための期間である１フレーム毎に印加されるものである。また
、水平制御信号Ｈｓは、表示パネル１００の１行分（１本の走査線分）の表示信号電圧（
階調信号）を書き込むための期間である１水平期間毎に印加されるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　コモン電圧印加手段としての機能を有するＶＣＯＭ供給部４００は、所定の電源からコ
モン電圧を生成し、この生成したコモン電圧を対向側基板１００ｂに形成されたコモン電
極に印加する。本実施形態におけるコモン電圧は固定の電位レベルを有するものである。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣接する２列の複数の画素電極の間に信号線が配置され、前記複数の画素電極と
対向するコモン電極を有し、前記複数の画素電極と前記コモン電極との間に液晶が介在す
る、液晶表示装置であって、
　前記信号線は、
　前記２列の複数の画素電極のひとつの行において、前記信号線を挟んで一方側の第１の
画素電極と薄膜トランジスタを介して接続され、
　前記２列の複数の画素電極の他のひとつの行において、前記信号線を挟んで他方側の第
２の画素電極と薄膜トランジスタを介して接続され、
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素
電極とのうちの少なくとも一方が所定の領域で、前記信号線に沿うように複数連続配置さ
れている、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素
電極とが前記所定の領域以外では交互に配置されている、
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記信号線と接続されている複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記
第２の画素電極とを１つずつ以上含む複数のユニットからなり、且つ、前記第１の画素電
極と前記第２の画素電極との配列順序が互いに隣接する２つのユニット間で鏡映反転して
いる、
ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記所定の領域は前記互いに隣接する２つのユニット間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記コモン電極に印加される電圧に対する前記画素電極に印加される電圧の大小関係で
ある極性が、前記ユニット内では同一であり、且つ、前記互いに隣接する２つのユニット
間では反転している、
ことを特徴とする請求項３又は４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記信号線と交差する行方向に配列され、前記薄膜トランジスタを介して行毎に前記画
素電極と接続された複数の走査線と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された前記走査線に接続された
前記画素電極を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を前記選択状態とされた前記画素電極に前記信号線を介して印加する表示
信号電圧印加手段と、
　コモン電圧を前記コモン電極に印加するコモン電圧印加手段と、
を具備し、
　前記ユニットを構成する前記画素電極の数が２以上且つ前記走査線の数未満である、
ことを特徴とする請求項３乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記表示信号電圧印加手段は、前記コモン電圧に対する前記信号線に印加する前記表示
信号電圧の大小関係である電圧極性を定め、前記ユニットを構成する前記画素電極の数に
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応じた水平期間毎に前記電圧極性を反転させた前記表示信号電圧を前記信号線に印加する
、
ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記表示信号電圧印加手段は、前記信号線に印加する前記表示信号電圧の前記電圧極性
を１フレーム毎に反転させる、
ことを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記コモン電圧は一定値である、
ことを特徴とする請求項６乃至８のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　互いに隣接する２つの信号線の間に複数の画素電極が前記信号線に沿うように配列され
、前記複数の画素電極と対向するコモン電極を有し、前記複数の画素電極と前記コモン電
極との間に液晶が介在する、液晶表示装置であって、
　前記複数の画素電極は、
　前記２つの信号線のうちの一方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第１の
画素電極と、
　前記２つの信号線のうちの他方の信号線に薄膜トランジスタを介して接続される第２の
画素電極と、
を有し、
　前記第１の画素電極と前記第２の画素電極とのうちの少なくとも一方が所定の領域で、
前記信号線に沿うように複数連続配置され、
　前記コモン電極に印加される電圧に対する前記画素電極に印加される電圧の大小関係で
ある極性が、前記複数の画素電極の１画素電極毎に反転している、
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記複数の画素電極は、前記第１の画素電極と前記第２の画素電極とが前記所定の領域
以外では交互に配置されている、
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記複数の画素電極は、少なくとも前記第１の画素電極と前記第２の画素電極とを１つ
ずつ以上含む複数のグループからなり、且つ、前記第１の画素電極と前記第２の画素電極
との配列順序が互いに隣接する２つのグループ間で鏡映反転している、
ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記所定の領域は前記互いに隣接する２つのグループ間の境界領域である、
ことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記信号線と交差する行方向に配列され、前記薄膜トランジスタを介して行毎に前記画
素電極と接続された複数の走査線と、
　走査信号を前記走査線に順次印加し、該走査信号が印加された前記走査線に接続された
前記画素電極を順次選択状態とする走査信号印加手段と、
　表示信号電圧を、前記選択状態とされた前記画素電極に前記信号線を介して印加する表
示信号電圧印加手段と、
　コモン電圧を前記コモン電極に印加するコモン電圧印加手段と、
を具備し、
　前記グループを構成する前記画素電極の数が２以上且つ前記走査線の数未満である、
ことを特徴とする請求項１２又は１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記表示信号電圧印加手段は、前記コモン電圧に対する前記信号線に印加する前記表示
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信号電圧の大小関係である電圧極性を定め、前記グループを構成する前記画素電極の数に
応じた水平期間毎に前記電圧極性を反転させた前記表示信号電圧を前記一方の信号線に印
加する、
ことを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記表示信号電圧印加手段は、前記一方の信号線に印加する表示信号電圧とは前記電圧
極性が異なる表示信号電圧を、前記他方の信号線に印加する、
ことを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記表示信号電圧印加手段は、前記一方の信号線に印加する前記表示信号電圧の前記電
圧極性と、前記他方の信号線に印加する前記表示信号電圧の前記電圧極性と、を１フレー
ム毎に反転させる、
ことを特徴とする請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記コモン電圧は一定値である、
ことを特徴とする請求項１４乃至１７のいずれかに記載の液晶表示装置。
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